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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
日
本
共
産
党
の
真
価—

—

党
創
立
９
９
周
年
記
念
講
演 

日
本
共
産
党
幹
部
会
委
員
長 

志
位 

和
夫 

 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
政
党
の
危
機
に
対
す
る
姿
勢
と
能
力
を
問
う
も
の
と
な
っ
た 

 

第
一
。
科
学
的
姿
勢
に
立
ち
、
国
民
の
苦
難
軽
減
に
献
身
す
る
党 

・
安
倍
・
菅
政
権
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
〝
３
つ
の
致
命
的
欠
陥
〟
と
東
京
五
輪
の
強
行 

・
日
本
共
産
党
の
奮
闘
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
も
と
で
の
前
向
き
の
希
望
あ
る
変
化 

 
 

命
と
暮
ら
し
を
守
る
積
極
的
提
言
、
五
輪
パ
ラ
中
止
の
提
起
の
先
駆
的
意
義 

国
民
の
運
動
と
共
同
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
前
向
き
の
希
望
あ
る
変
化
が 

 
 

全
国
の
草
の
根
で
、
国
民
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
に
耳
を
傾
け
、
と
も
に
解
決
す
る
と
り
く
み 

 

第
二
。
日
本
の
政
治
の
歪
み
の
根
本
に
メ
ス
を
入
れ
る
変
革
の
党 

・
新
自
由
主
義
は
も
う
終
わ
り
に
し
よ
う―

―

「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」
が
抜
本
的
対
案 

 
 

新
自
由
主
義
の
破
た
ん
は
、
も
は
や
誰
の
目
か
ら
み
て
も
明
ら
か
に
な
っ
た 

 
 

財
界
言
い
な
り
に
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
道
を
暴
走
す
る
菅
政
権
に
、
国
民
の
厳
し
い
審
判
を 

財
界
と
の
腐
れ
縁
が
一
切
な
い
日
本
共
産
党
を
の
ば
す
こ
と
こ
そ
、
暮
ら
し
を
良
く
す
る
力 

 
 

新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換
の
動
き―

―

ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
え
ら
れ
た
二
つ
の
発
言 

・「
異
常
な
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
」
を
た
だ
す―

―

「
二
重
の
と
り
く
み
」
を
す
す
め
る
党 

米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行
の
被
害
が
激
増―

―

日
本
の
空
の
主
権
を
と
り
も
ど
そ
う 

 
 

辺
野
古
新
基
地
は
つ
く
れ
な
い―

―

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
へ
の
連
帯
を
訴
え
る 

 
 

「
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
」
を
ど
う
や
っ
て
た
だ
す
か―

―

「
二
重
の
と
り
く
み
」
に
力
つ
く
す 
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第
三
。
世
界
の
本
流
に
働
き
か
け
、
逆
流
と
た
た
か
う
党 

・
本
流
の
力
強
い
前
進―

―

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
、
植
民
地
主
義
の
過
去
を
問
う
世
界
の
流
れ 

 
 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効―

―

「
あ
る
種
の
革
命
」
が
起
こ
っ
た 

 
 

植
民
地
支
配
の
過
去
を
問
う
世
界
的
流
れ
の
発
展―

―

日
本
政
府
の
態
度
が
問
わ
れ
て
い
る 

・
米
中
の
覇
権
争
い―

―
国
際
社
会
は
ど
う
対
応
す
る
べ
き
か 

 
 

も
っ
と
も
抑
制
す
べ
き
道―

―
軍
事
対
軍
事
の
対
立
と
、
軍
拡
競
争
の
悪
循
環 

 
 

も
っ
と
も
推
進
す
べ
き
道―

―

国
際
法
と
い
う
共
通
の
ル
ー
ル
に
も
と
づ
く
平
和
的
共
存 

 
 

中
国
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か―

―

排
他
的
で
な
く
、
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を 

 

第
四
。
選
挙
で
示
さ
れ
た
国
民
多
数
の
意
思
に
も
と
づ
き
、
国
民
共
同
の
力
で
社
会
変
革
を
進
め
る
党 

・
段
階
的
発
展
、
多
数
者
革
命
、
統
一
戦
線―

―

現
在
か
ら
未
来
に
い
た
る
一
貫
し
た
立
場 

・
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
画
期
的
意
義―

―

反
共
攻
撃
に
よ
る
分
断
を
打
ち
破
ろ
う 

 
 

市
民
と
野
党
の
共
闘―

―

党
の
歴
史
の
う
え
で
も
か
つ
て
な
い
画
期
的
な
取
り
組
み 

   

ど
ん
な
場
合
で
も
平
和
的
・
合
法
的
に
社
会
変
革
を
進
め
る―
―

日
本
共
産
党
の
確
固
た
る
立
場 

 第
五
。
資
本
主
義
を
の
り
こ
え
る
未
来
社
会
を
め
ざ
す
党 

・
米
国
の
高
校
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
会
主
義
と
日
本
共
産
党
へ
の
共
感
の
メ
ー
ル 

・『
資
本
論
』
の
革
命
的
真
髄
と
、
日
本
共
産
党
の
歴
史
的
役
割―

―

新
版
完
結
に
よ
せ
て 

 
 

新
版
『
資
本
論
』
の
完
結―

―

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
碑
的
な
仕
事
に 

 

「
肯
定
的
理
解
」「
必
然
的
没
落
の
理
解
」―

―

資
本
主
義
の
生
成
、
発
展
、
没
落
の
法
則
を
明
ら
か
に 

・「
人
間
の
自
由
」「
人
間
の
解
放
」―

―

日
本
共
産
党
と
い
う
党
名
は
こ
の
理
想
と
結
び
つ
い
て
い
る 

 

新
し
い
政
治
変
革
の
う
ね
り
の
な
か
で
党
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
よ
う 


